
炎天下の中、みんなで休んでいる最中に親和隊の演技が行われました。心に

響く太鼓の音とみんなで一つになった心の調和が見られました。響里の路（き

ょうりのみち）は親和隊になじんだ演奏で、学習発表会や体育大会などでも素

晴らしい演技を見せてくれています。中でも今年はかなり盛り上がった演奏で

した。

昼休みや活動タイムなども時間を削って練習していて、時には先生に厳しく

注意されながらも、見ている人に感動してもらえるように、日々のつらい練習

を続けてきました。体育大会の練習でも手を抜くことはありませんでした。。

そのおかげでうまく演奏ができていたと思います。

一人ひとりが心を合わせて太鼓をたたいていました。練習で息が合わなかっ

たりしてもできるまで練習したり、太鼓をたたくだけではなく声や一つ一つの

ばちさばきを意識していて、練習の時と同じように１００％を目指し続けてい

きました。僕は親和隊ではないので練習の苦労はあまりわからないけど相当苦

労して作り上げていったと思います。

毎回休み時間に太鼓の音色で安らぎを与えてくれる親和隊。みんなで力を合

わせた演奏をこれからも楽しみにしています。


